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有して行動を起こしていくことが大切であることは，「疑う

余地がない」．つまり，ビッグデータやデータサイエンスの

重要性が増しているのである．日々，豪雨や熱波被害の

報道を耳にしないことはない状況であるし，それらを見る

につけ自分たちに危機が迫っていることを実感せずには

いられないだろう．2020年前半から全世界に拡がった

新型コロナウイルス感染症によるパンデミックの収束が見

えない中，SDGsに代表される社会課題，たとえば，少

子高齢化であったり，ウクライナや台湾における国家間

の衝突による地政学的リスクであったり，これらに影響を

受けた食糧危機，水不足，半導体不足などに伴う，物

価高騰や景気悪化の懸念であったりなど，無数の困難

な局面が続いている．人類の愚かさとやりきれなさを思

い知らされる日々ではあるが，いままさに「我々の未来を

つなぐために」人類の叡智が試されている．我々一人

ひとりに，である．なにしろやるべきことは，とてもシンプルだ．

「CO2を出さない」それだけである．それが実行できるか．

それだけだ．その後に，ガソリン車をやめようとか，食肉

習慣をやめようとか，そういった自分たちの今の生活に

訣別して，皆が生き残れるために新しいシステムに変えて

いかなければならない現実を受け入れられるかどうかだ．

　この中で，「情報弱者」となって，取り残されないた

めにも，ビッグデータやデータサイエンスの重みはますま

す増してきている．「AIが仕事を奪う」とか「シンギュ

ラリティ」とか，そんな一昔前のくだらない議論がむなし

くなるほど，我々に迫っている危機は大きい．ビッグデー

タやデータサイエンスは，その解答を導く1つの鍵となる

テクノロジーと信じたい．そして，それをいかに使いこなし，

これからの人たちに「未来」を残すために，我々の叡
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　気候変動に関する政府間パネル（IPCC）第 6次

評価報告書（AR6）が昨年の夏から今年の春にかけ

て発表された．2021年 8月 9日に発表された第一作

業部会報告書では，「人間の影響が大気，海洋および

陸域を温暖化させてきたことには疑う余地がない」とい

う強い調子で，我々の地球に危機が迫っていることに

けたたましい警鐘がなされた．

　AR6/WG1の政策決定者向け要約（SPM）の気

象庁による暫定訳☆ 1によると，「大気，海洋，雪氷圏お

よび生物圏において，広範囲かつ急速な変化が現れ

ている」，「気候システム全般にわたる最近の変化の規

模と，気候システムの多くの側面における現在の状態は，

数百年から数千年の間，前例のなかったものである」，「過

去および将来の温室効果ガスの排出に起因する多くの

変化，特に海洋，氷床および世界海面水位における変

化は，数百年から数千年にわたって不可逆的である」

と我々の未来に危機が迫っていることが，列挙されてい

る．気候変動による自然や私たちの生活への影響につ

いては，「人為起源の気候変動は，極端現象の頻度と

強度の増加を伴い，自然と人間に対して，広範囲にわた

る悪影響と，それに関連した損失と損害を，自然の気候

変動の範囲を超えて引き起こしている」と大きな影響と

変化が起きつつあることが述べられている☆ 2．

　このような，発表がなされている中で，我々の生活環

境を巡って何が起こっているのか，そして，今何をしなけ

ればいけないのか，それを理解し，また，その情報を共

☆ 1	 https://www.data.jma.go.jp/cpdinfo/ipcc/ar6/IPCC_AR6_WG1_SPM_
JP_20220512.pdf

☆ 2	 「政策決定者向け要約」環境省による暫定訳，https://www.env.go.jp/
content/900442310.pdf（2022年 3月18日時点）
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智が試されている．そのために，できることからやっていく．

　このような思いから，今回，「気候変動とデータサイエ

ンス」特集号を企画するに至った．この変化の大きい

世の中にあって，すべてを網羅することは難しいかもし

れないし，どこまで的確で正確な現状把握ができたもの

を提供できるかは分からなかったけれど，それでも，自

分達の置かれた危機にあって，何か行動を起こさねば

ならないという思いの一部でも，共有できれば幸いであ

る．非力ながら特集号企画にあたって短時間の呼びか

けであったが，このような思いの中で，5編の記事を集

めることができた．執筆者のみならず，このような無茶な

企画にご理解をいただき，ご協力いただいた編集委員

やスタッフの皆様には本当に心から感謝申し上げる．

　本特集号の，内容を以下に紹介する．

　第 1報目は，国立環境研究所気候変動適応センター

の町村輔氏による「気候変動および適応に関する
最近の動向について」である．気候変動に関する最
近の話題について，噛み砕いて分かりやすく解説いた

だいた．国立環境研究所の取り組みや研究成果の概

要が紹介されている．

　第 2報目は，同じく国立環境研究所気候変動適応

センターの花崎直太氏により「気候変動の影響評価・
適応策検討のための数値データの収集と配布」とい
うタイトルで，気候変動適応情報プラットフォームである

A-PLAT Proの概要が紹介されている．花崎氏は，

国立環境研究所でA-PLAT Proを構築された立場

から，そのシステムの概要を紹介していただいた．

　第 3報目は，文部科学省研究開発局環境エネルギー

課の服部正氏による「持続可能な社会の前提として
の気候変動・自然資本ビッグデータ」というタイトルで，

ご執筆いただいた．2021年 8月より環境科学技術推

進官として気候変動等に関する研究開発プログラムや

データプラットフォーム形成等を推進されており，その立

場から気候変動に関するデータ分析の概要と，機械学

習やデータプラットフォームの展望について解説いただい

た．2021年ノーベル賞物理学賞の真鍋淑郎氏の気候

変動モデルの解説もされている．

　第 4報目は，東京農工大学大学院農学研究院の

辰己賢一氏による「気候変動が作物の生産性に与え
る影響」というタイトルで，ご執筆いただいた．気候変
動の最近の現状と，作物生産性算定モデルを用いた，

気候変動による農作物の生産性に対する影響予測に

ついてご紹介いただいた．

　第 5報目は，私自身，公立諏訪東京理科大学／久

留米大学の石井一夫による「気候変動が健康に与え
る影響」というタイトルで執筆した．気候変動の気候変
動による人体の影響に関する概要を述べ，後半に医療

ビッグデータを用いた気候変動による熱中症発症にお

けるメンタル面や，生活習慣病の影響について解説した．

　本特集号を通じて，気候変動によるデータサイエンスの

一端を感じとっていただき，ここを起点に情報収集を進め

より深い理解への道筋としていただければ幸いである．

　最後に，この問題はやはり「人類の叡智が試されて

いる」と感じざるを得ない．今，何が大切か，何をやら

ねばならないか，そして，それを実行できるかに，我々

の未来がつなげていけるかどうか．それが試されている．

やるべきことを実行できなければ，未来はないということ，

厳しいかもしれないけど，残された選択肢は日々減り続

けているということを認識したい．
（2022年 9月 13日）
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33	持続可能な社会の前提としての	持続可能な社会の前提としての
　		気候変動・自然資本ビッグデータ　		気候変動・自然資本ビッグデータ

服部　正 文部科学省研究開発局環境エネルギー課

　気候変動と自然資本の 2つの分野において，科学の成果に基づき持続可

能な発展を促す仕組みを社会経済に提供する動きが，国際的に急速に進ん

でいる．これらの動きの鍵となるビッグデータの活用について，我が国に

おける発展の可能性を議論する．すでに社会経済での活用が進みつつある

気候ビッグデータについては，現在までの社会経済での活用状況や政府の

取り組みを紹介するとともに，機械学習の適用に関する現状や期待を述べる．

11	気候変動および適応に関する最近の動向について	気候変動および適応に関する最近の動向について

町村　輔 国立環境研究所 気候変動適応センター

　近年，観測記録を更新するような異常気象が生活・産業に大きな

影響を及ぼしている．地球温暖化により異常気象の頻発・深刻化が

懸念される中，脱炭素の取り組み（緩和策）を加速させるとともに，

変化する気候のもとで悪影響を最小限に抑える「適応」を推進する

ことも重要である．本稿では，2018年に施行された気候変動適応法，

それに基づく情報基盤や適応推進体制について解説し，各主体によ

る適応の取り組みに関する最近の動向を紹介する．

22	気候変動の影響評価・適応策検討の	気候変動の影響評価・適応策検討の
　		ための数値データの収集と配布　		ための数値データの収集と配布

　国立環境研究所気候変動適応センターは気候変動の影響評価・

適応策検討のための数値データを収集・配布するためのWebサイ

ト A-PLAT Proを開発・運用している．どのような数値データ

をどのように提供しているか，開発の背景と狙いは何か，どのよ

うな仕組みで動作するのか，などについて解説する．

花崎直太 国立環境研究所 気候変動適応センター
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44	気候変動が作物の生産性に与える影響気候変動が作物の生産性に与える影響
						─データサイエンスの側面から─						─データサイエンスの側面から─

辰己賢一 東京農工大学大学院 農学研究院

　近年，干ばつや豪雨など異常気象が世界中で頻発している．極端

気象の頻度増大や地球の温暖化は農地面積や農作物の生産性，栽培

適地の移動など持続可能な農業に負の影響を及ぼすことが懸念され

ている．本稿では，気候変動の基礎知識，作物生産性算定モデルの

概要に触れ，気候変動が作物の生産性に与える影響について紹介す

る．また，データサイエンスと農業のこれからについても述べる．

　　

55	気候変動が健康に与える影響気候変動が健康に与える影響

石井一夫　公立諏訪東京理科大学工学部／久留米大学医学部心臓・血管内科

　地球温暖化に伴う健康影響が懸念
されている．主な懸念として，感染症，
熱中症，精神疾患，生活習慣病など
がある．本稿では，地球温暖化によっ
て懸念される健康影響を概観し，レ
セプトデータによる筆者らの調査状
況を紹介する．
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